
感染症発生動向調査

  平成24年第12週
（3月19日～3月25日） 京都市感染症週報 京都市感染症情報センター

（ 京都市衛生環境研究所 ）

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfuku
shi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html

◆　 今週のコメント

･

（ 京都市衛生環境研究所 ）

レジオネラ症（肺炎型）の報告が，１例（男性，６０歳代）あります。症状は発熱・呼吸困難・肺炎です。推
定感染地域は国内で，感染経路は不明です。

メ バ赤痢 報告が 例（男性 歳代）あります 症状 下痢 粘血便 大腸粘膜異常 す 推･

･

アメーバ赤痢の報告が１例（男性，５０歳代）あります。症状は，下痢・粘血便・大腸粘膜異常です。推
定感染地域は国内で，感染経路は不明です。

　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は，１.８０（７４例）で，第８週（２月２０日～２月２６日）
以降過去５年平均値を大きく上回っています。主に接触・飛沫により感染が広まることを踏まえ，タオル
等の共用を避け，手洗い・うがいを励行してください。

◆　 今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

◆　発生状況

インフルエンザの定点当たり報告数は１２.５６（８５４例）で，第１０週（３月５日～３月１１日）以降横ばい
が続いています。詳細をトピックスに掲載しています。

◆ 発 状況

・ 二類：結核 １例（肺結核 なし，その他結核 なし，潜在性結核感染者 １例）うち喀痰塗抹陽性 なし
【１月以降の累積報告数 ７９例（肺結核 ２５例，その他結核 ２０例，潜在性結核感染者 ３４例）うち喀痰塗抹陽性 １６例 】

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 ２例】
・ 五類：アメーバ赤痢（腸管アメーバ症） １例 【１月以降の累積報告数 ３例】
・ 五類：梅毒（早期顕症，Ⅰ期） １例（第１１週追加分） 【１月以降の累積報告数 １例】

全数把握の感染症

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ８５４　

児科 ① 感染性胃腸炎

定点当たり報告数 感染症名

１２．５６

定点把握の主な感染症

小児科   ①　感染性胃腸炎 ２４４　

（降順5位まで）   ②　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ７４　

  ③　水痘 ４９　

  ④　突発性発しん １３　

  ④　流行性耳下腺炎 １３　

眼科   流行性角結膜炎 ６　０．６０

０．３２

０．３２

１．２０

１．８０

５．９５

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成24年3月29日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第１２週）と先週（第１１週）の定点当たり報告数の比較
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２　インフルエンザの推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

※京都市のインフルエンザ発生状況の詳細を下記に掲載しています。

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000071285.html

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

※平成21年／22年シーズンは，新型インフルエンザの発生により，例年と流行傾向が大きく異なるため，別に表記してい

ます。過去５年平均値は，36-52週はH17-H20年及びH22年，1-35週はH18-H21年及びH23年の平均値です。

平成23年 平成24年

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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　　　　　　　　 ３ 水痘 　　　　　 ４ 突発性発しん
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※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
　　　　       　 ４ 流行性耳下腺炎
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平成２４年

第12週（3月19日～3月25日）トピックス：＜インフルエンザ＞
　インフルエンザの定点当たり報告数は１２.５６（８５４例）で，第１０週（３月５日～３月１１日）以降横ばいが続いて
います。

今 ズ 京都市衛生環境研究所 受け付けた検体から分離されたイ ザウイ は 月ま は　今シーズン京都市衛生環境研究所で受け付けた検体から分離されたインフルエンザウイルスは１月まではA
（Ｈ３）亜型が主流でしたが，２月以降，Ｂ型が大半を占めています（平成２４年４月３日現在）。
　年齢群別では，第８週（２月２０日～２月２６日）以降，０～９歳の割合が多くなっています。

本市及び全国の定点当たり報告数の推移
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京都市のインフルエンザウイルスの分離数の推移
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※過去５年平均値は，36-52週はH17-H20年及びH22年，1-35週はH18-H21年及びH23年の平均値です。
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